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      2025年 9月 7日 

 

９  月 号 回 覧 内 訳 

回覧用 

１．地域の安全を守るためにご協力ください           ・・・自治会 

２．オレンジカフェのお誘い                  ・・・自治会 

３．管理組合よりお知らせ（戸建てのみ）           ・・・管理組合 

４．地域で支え合うボランティアサービス ・・・三輪緑山ボランティアの会 絆 

５．ふれあいサロン９月のご案内               ・・・ゆうの会 

６．三輪子どもクラブMIWA〜GO ９月のおたより  ・・・三輪子どもクラブ           

７．FC町田ゼルビアのホームゲームに無料ご招待!!   ・・・株式会社ゼルビア 

８．つる２タイムズ         ・・・町田市鶴川第２高齢者支援センター 

９．鶴川地区協議会便り  ９月号            ・・・鶴川地区協議会 

10．鶴川地区協議会便り １０月号           ・・・鶴川地区協議会 

11．ようこそ！鶴川 OMOTENASHI祭り       ・・・鶴川地区協議会 

12．連合会だより               ・・・町田市町内会・自治会 

13．２０２５年度赤い羽根共同募金   ・・・社会福祉法人東京都共同募金会 

14．いざ、国勢調査！                ・・・総務省 統計局 

各戸配布 

１． みどり山NEWS ９月号                ・・・自治会 

２． みどり山NEWS 2025年みどりやま祭り特集号      ・・・自治会 

３． 三輪緑山防災体験訓練            ・・・自治会・自主防災隊 

４． 保存版 防災特集「トイレ」        ・・・自主防災隊編集委員会 

以上 



住民の皆様へ 

 

        地域の安全を守るためにご協力ください        

 

最近、私たちの地域では空き巣被害が増加しています。警察からの情報によると、自宅

前や近隣道路への長時間駐車が、空き巣犯にとって「人の出入りが分かりづらい環境」

を作り出し、犯行を助長する要因となっているとの指摘があります。 

 

つきましては、自治会として以下の点について注意喚起をお願いします。 

 

         駐車マナーの徹底 

• 自宅前や路上への長時間の駐車はお控えください。 

• 不審な車両を見かけた場合は、車種・ナンバー・時間帯などを記録し、警察または

自治会事務局までご連絡ください。 

 

    防犯意識の向上 

• 外出時は玄関・窓の施錠を必ず確認しましょう。 

• 防犯カメラやセンサーライトの設置も有効です。 

• 長期間留守する時は、ご近所同士で声を掛け合い、見守りの輪を広げましょう。 

 

皆さまのご協力が、安心して暮らせる地域づくりにつながります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

2025年 9月 

三輪緑山自治会 



【日時】 202５年 ９ 月 ２９ 日 （月）
             14:30 ～ 16:00

【場所】 三輪緑山自治会集会所 (1F、２F)

【内容】 情報交換会・他

(お互いのプライバシーを守るためここでのお話はここだけで)

【次回】 202５年 １０ 月 ２７ 日 （月）
             14:30 ～ 16:00

【共催】 三輪緑山自治会

きらきらオレンジ緑山

オレンジカフェのお誘い
～人にやさしいまちづくりを目指して～

【問い合わせ】

 三輪緑山自治会事務局  044-987-7495

 きらきらオレンジ緑山    044-986-4351

鶴川第2高齢者支援センター   042-737-7292

オレンジカフェはどなたでも参加可能なおしゃべりの場です。

自分のこと、家族のことで困っていること、心配なことはありま

せんか？ 介護経験者の職員を交えて話し合えば役立つ情報が

えられるかも。 「みんなの本」もご利用ください。







③ 

⑤ 

 

 

ポーツ広場）

主催：三輪緑山自治会・自主防災隊 
 

② 

④ 

 

住民の方を対象とした訓練です。 

動きやすい服装と、履きなれた 

シューズでご参加ください。 

※裏面に「備え」の点検チェック表あり 

※先着 100名様に、アルファ化米をおひとり様１つずつ配布いたします 





防災ニュース 臨時号                        2,025年 9 月１日 

 

保存版 防災特集「トイレ」 
 

発行：三輪緑山自治会自主防災隊編集委員会 
 

水や食料よりも先に必要になるのがトイレ。下水管の破損や流す水が 

無いなどしてトイレが使えない時がある。 

トイレが使えないときに必要なものは ｢東京防災より｣ 
地震で自宅の排水管や道路の下水道管が損傷すると、汚水が逆流したり、損傷したところから噴出 

することも。 特に集合住宅では、下の階の住宅で汚水が逆流する場合があり、災害時には排水管 

の損傷がないことを確認できるまではトイレを使わないようにしましょう。 そのため、備えが重 

要になるのが非常用トイレ。 市販の物を用意する以外に次のような方法でも非常用のトイレが作 

れます。 

                             

トイレが使えないときのために準備しておく物 
４５ℓのゴミ袋 
 黒い物なら汚物が見えないのでストレスが減らせます。（１日の目安、数枚） 

便を吸収・凝固するための物 
   市販の処理剤のほか新聞紙、紙オムツなどでも代用できます。（１日の目安：一人５～７回分） 

便器が壊れているときなどは 

   厚手の段ボール箱、大きめのバケツなどで代用できます。 

 

簡易トイレの作り方 

        
 

便座を上げて、４５ℓ     便座を下げて、便袋    利用する前に新聞紙や 

のゴミ袋を中に敷く     （便器にセットでき     紙オムツを便袋の中に 

（便器内の水はそのま    る大きめの袋）をセ      入れ、便を吸収させま 

まで）。養生テープが    ットします。            す。または、利用後に 

あれば袋のふちを便器                         市販の凝固剤などをふ 

に張って固定します。                りかけます。 

      
 

便袋を取り出して口を   便袋を黒いゴミ袋や消臭袋に入れて汚物ゴミの 

しっかりしばります。   回収があるまで保管しておきます。    
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